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１．第 21回全国大会・開催のご連絡（2013年 10月 12日(土)，東京大学 山上会館） 

  2013年 10月 12日(土)，東京大学 山上会館（〒113-8654 東京都文京区本郷 7-3-1）にて，第 21回全国大会が開催されます。

ふるってご参加の程，お願い申し上げます。以下，大会プログラムとなります。ご確認ください。 

 

＜受付開始＞  9:30～ 大会議室（2階）脇 

＜開会式＞   10:00～10:10  大会議室（2階）    挨拶：大会実行委員長/会長  須藤  修 

 

＜午前セッション＞ 

◆第 1セッション「情報科学」 （会場：201・202，10:10～12:10）＊各発表：20分（発表 15分，質疑 5分） 

座長：高橋 浩（北陸先端科学技術大学大学院），編集委員：辻本（北海道大学大学院） 

発表代表者 

（発表者） 

所属 

（発表者所属） 
発表題目 

高橋 浩 北陸先端科学技術大学院大学 ビッグデータのビジネスモデルとインターネット文化 

蘇 文 北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院 

社会ネットワークの視点から見たオンライン・コミュ

ニティ ―リレーション構造とクチコミの関係に対す

る実証研究― 

加藤 福己 名古屋大学大学院 情報科学研究科 フォトラリーアプリによる観光支援効果の検討 

小原 直輝 名古屋大学大学院 情報科学研究科 
科学系博物館における継続的なガイドシステム運用の

検討と開発 

野口 将輝 
北海道大学大学院 国際広報メディア・観光学

院 

自治体における Facebook広報に関するメディア効果

測定 ―佐賀県武雄市のソーシャルキャピタルとシビ

ック・パワーへの影響― 

 

 

◆第 2セッション「経済・経営」（会場：203，10:10～12:10）＊各発表：20分（発表 15分，質疑 5分） 

座長：渡辺 祥郎(情報文化学会 評議員)，編集委員：松永 公廣(名古屋学院大学) 

発表代表者 

（発表者） 

所属 

（発表者所属） 
発表題目 

村舘 靖之・ 須藤 修 東京大学大学院情報学環 
オンライン家計簿ココマネと震災時における家計の

消費行動 
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亀谷 祥治 日本大学 
ファイナンスによる医療情報の非対称性軽減に関す

る一考察 

松永 公博  名古屋学院大学 
講義内容の復習を促す授業実践 -スマホやタブレッ

トの普及に合わせて- 

横山 宏 
大阪電気通信大学  総合情報学部 デジタ

ルゲーム学科 

学生自己管理に実践的に役立つポートフォリオ 

‐やる気満足度シートとシートコミュニケーション‐ 

辻本 篤 
北海道大学大学院メディア・コミュニケー

ション研究院 
事業継続と危機管理広報に関する一考察 

 

 

◆第 3セッション「情報文化」（会場：001，10：10～12：10）＊各発表：20分（発表 15分，質疑 5分） 

座長：森田 富士男(情報文化学会 監事)，編集委員会：平澤 洋一(広島大学) 

発表代表者 

（発表者） 

所属 

（発表者所属） 
発表題目 

符 儒徳 東京女学館大学 国際教養学部 混合型システムの情報文化的空間構造について 

平澤 洋一 城西大学 情報文化空間の構成要素 

森田 富士男 情報文化学会 監事 テーマ考 

岡谷 大 法政大学 情報文化学における研究テーマ分析の展開 

 

 

＜昼食・役員会＞ 12時 10分～13時 10分 （役員会は，会場 201・202にて開催） 

 

＜基調講演＞ 13時 10分～13時 50分 大会議室（2階） 

      ・講師：安田 孝美（名古屋大学大学院 情報科学研究科 教授） 

      ・ご講演テーマ：ビッグデータ 

 

＜贈賞式＞ 13時 50分～14時 30分 大会議室（2階） 

 

＜午後セッション＞     

◆第 4セッション「情報システム」（会場：201・202，14：30～16：30） ＊各発表：20分（発表 15分，質疑 5分） 

座長：竹野 健夫（岩手県立大学），編集委員会：岡谷大（法政大学） 

発表代表者 

（発表者） 

所属 

（発表者所属） 
発表題目 

太田代 英行 岩手県立大学大学院ソフトウェア情報学研 観光事業を対象としたソーシャルメディアマップの提案 
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究科 

本田 正美 東京大学大学院情報学環 災害時における「共通番号」の利用法 

Stephanie Coates 

(ステファニー・コ

ーツ） 

東京都市大学環境情報学研究科 
ポスト「恋空」ケータイ小説業界におけるインフラストラ

クチャーと権力の関係性 

渋井 二三男 城西短期大学 Net支援による Biostatistics授業設計とその知的財産権 

 

 

◆第 5セッション「人文科学」（会場：203，14：30～16：30） ＊各発表：20分（発表 15分，質疑 5分） 

座長：樺島 榮一郎（相模女子大学），編集委員：長田攻一（早稲田大学大学院） 

発表代表者 

（発表者） 

所属 

（発表者所属） 
発表題目 

島崎 敢 早稲田大学人間科学学術院 論文査読期間の学問領域間比較 

中村 隆志 新潟大学人文学部 
「ケータイのディスプレイを見る行為」の国際比較の予備

的考察 

古坂 正人 東京工科大学メディア学部 
PPP（Public Private Partnership）の概念と実践的展開

に関する一考察 

西尾 祥子 名古屋大学大学院 
メディア・イベントの一回性と終わらない社会運動―2002

年パブリック・ビューイングから現在へ 

 

 

◆第 6セッション「社会システム」（会場：001，14：30～16：30）＊各発表：20分（発表 15分，質疑 5分）  

座長：吉田 友敬（名古屋文理大学），編集委員：堀川 三好（岩手県立大学） 

発表代表者 

（発表者） 

所属 

（発表者所属） 
発表題目 

磯野 正典 金城学院大学国際情報学部国際情報学科 放送理念の実現に向けたローカルテレビ局の課題 

水野 加寿 城西大学  

社会福祉健康文化 ICF社会モデルにおける Oxford Scale 

1978 「徒手筋力テスト評価法」に基づく「水中でのスケ

ールの修正」に関する一考査 

木下 修 目白大学 保健医療学部 理学療法学科 
臨床実習前における臨床体験プログラムの試み－介護老

人保健施設での体験実習－ 

坂本 重巳 日本医療科学大学 診療放射線学科 医療放射線被曝に関する調査 

   

吉田 友敬 名古屋文理大学情報メディア学部 
名古屋文理大学における PBLとしてのスペースバルーンプ

ロジェクト 
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＜総会＞ 16時 30分～16時 50分 大会議室（2階） 

 

＜交流会＞ 17時～19時 レストラン・ハーモニー（山上会館・地階） 

 

 

２．『情報文化学会誌』への論文投稿について 

 ◆原稿の締め切り  

＊各巻第１号への投稿：３月１５日(消印有効)  

＊各巻第２号への投稿：７月１０日(消印有効)  

 

◆投稿原稿の送り先・お問い合わせ先  

 ＊〒020-0193 岩手県滝沢村字巣子152-52 岩手県立大学ソフトウェア情報学部 堀川三好宛 

  問い合わせ;  Email：joubun@sd.soft.iwate-pu.ac.jp 

 

 

３．「JICS便り」名誉会長  片方 善治  

  

「全国大会は出会いの場」 

情報文化学会全国大会は，今年，第 21 回を迎えます。これもご支援をして下さる NTT データ様はじめ，企業の方々，また会

員の皆様のご協力によるものと感謝致しております。この全国大会に，まだ出席されたことのない会員が沢山おられます。大会

の開催については，このニューズレターに詳しく述べていますが，10月 12日（土）の 1日限りですが，内容は多様です。出席

されると，きっと満足して頂けると思います。夕方からは交流会（懇親パーティー）があります。この懇親パーティーだけに出

席をしてみることも，いい経験になると思います。楽しいコミュニケーションのひとときは，会員相互の出会いの場でもありま

す。私はこの懇親パーティーを大いに楽しんでおります。気軽にのぞいてみるという気持ちで，ぜひ出席して頂きたいと望んで

おります。ついでに，全国大会の行事に出席するという遊び方もあります（呵 呵 大笑）。ご出席をお待ちしております。 

 


